










研究目的 

 新生児細菌感染症に対する免疫学的治療の基礎的臨床的検討として 1)新生児の好中球

過酸化水素産生能の検討 2)新生児細菌感染症における Fibronectin の推移について検討

した。 

 今回,好中球走化能および付着能に注目し,これらの新しい測定方法「51－クロミウム標識

法を用いた新生児好中球走化能および付着能の測定」を開発するとともに,新生児好中球の

機能評価を行なって,免疫学的治療における相関性を検討した。 


